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(57)【要約】
【課題】導光板の膨張が生じた場合であっても、光源か
ら導光板へ入射する光の入射効率を良好な値に保ち、導
光板から漏れる光を低減した液晶表示装置を提供する。
【解決手段】表側に画像を表示する液晶パネル１と、複
数の発光素子３０が実装してある矩形状の基板３１と、
前記液晶パネル１の裏側に配され、側面から入射した前
記複数の発光素子３０の光を前記液晶パネル１の裏側方
向へ出射して前記液晶パネル１を照射する導光板２とを
備える液晶表示装置において、前記複数の発光素子３０
の光が入射する前記導光板２の側面には、前記複数の発
光素子を収容する凹部２１が設けてあり、前記導光板２
の側面における前記凹部２１を設けていない部分２２は
前記基板３１の前記発光素子実装面と当接するようにし
てあることを特徴とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表側に画像を表示する液晶パネルと、複数の発光素子が実装してある矩形状の基板と、
前記液晶パネルの裏側に配され、側面から入射した前記複数の発光素子の光を前記液晶パ
ネルの裏側方向へ出射して前記液晶パネルを照射する導光板とを備える液晶表示装置にお
いて、
　前記複数の発光素子の光が入射する前記導光板の側面には、前記複数の発光素子を収容
する凹部が設けてあり、
　前記導光板の側面における前記凹部を設けていない部分は前記基板の前記発光素子実装
面と当接するようにしてあること
　を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記凹部は前記導光板の側面の長手方向に沿って設けてある条溝であること
　を特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記凹部は前記導光板の側面の長手方向に離隔して複数設けてあること
　を特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記凹部の底面は曲面としてあること
　を特徴とする請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記凹部の側壁面には反射材が設けてあること
　を特徴とする請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はエッジライト方式の液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶パネルを表示パネルとして備える液晶表示装置は、薄形で軽量である上、消費電力
が小さい。そのことから、近年、テレビジョン受信機、コンピュータ及び携帯端末用の画
像表示装置として広く採用されている。
【０００３】
　液晶表示装置の構成部材である液晶パネルは、自ら発光しない。そのため、液晶表示装
置は、有機ＥＬ（electroluminescence）などの自己発光型素子を用いた表示装置とは異
なり、液晶パネルの裏面全面に光を当てるための面条の光源部を必要とする。
【０００４】
　この光源部の一つとして、エッジライト方式の光源部がある。エッジライト方式では、
液晶パネルの裏側に導光板及び導光板を支持するカバーを配し、導光板の側面側に光源を
配する。エッジライト方式は、導光板の側面から入射した光を、導光板内で拡散し導光板
の一面から出射する。出射した光が液晶パネルの裏面全面に照射される。
【０００５】
　このような、エッジライト方式では光源と導光板との位置関係が品質に関わる重要な要
素となっている。光源と導光板との間隔が広すぎる場合は、光源から導光板に入射する光
量が不十分となり、輝度の低下という問題が生じる。また、光源と導光板との間隔が不均
等である場合、輝度のムラが発生するという問題が生じる。したがって、光源と導光板と
の間隔が所定の寸法以内となるように、光源と導光板とを組み付ける必要がある。
【０００６】
　光源と導光板との間隔が所定の寸法以内となるように、光源と導光板とを組み付けるこ
とに対して、特許文献１には、導光板の入光面の両端に突出部を形成し、クッション材を
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介して突出部を光源の搭載基板に当接する構成とすることにより、導光板の位置決めを行
う液晶表示装置が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００８－２９８９０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１に記載の液晶表示装置において、導光板の位置決めは導光板
の長手方向の両端で行なっている。導光板と搭載基板とが接触しているのは、長手方向両
端の２箇所のみである。そのため、光源が発する熱で導光板が膨張した場合、光源と導光
板との間隔が場所により不均一になりやすいという問題が生じる。また、光源が対向する
導光板の端面が平面であるため、光源から導光板へ入射する光の入射効率が悪いという問
題が生じる。
【０００９】
　本発明は、上述のごとき事情に鑑みてなされたものであり、導光板の膨張が生じた場合
であっても、光源から導光板へ入射する光の入射効率を良好な値に保ち、導光板から漏れ
る光を低減した液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る液晶表示装置は、表側に画像を表示する液晶パネルと、複数の発光素子が
実装してある矩形状の基板と、前記液晶パネルの裏側に配され、側面から入射した前記複
数の発光素子の光を前記液晶パネルの裏側方向へ出射して前記液晶パネルを照射する導光
板とを備える液晶表示装置において、前記複数の発光素子の光が入射する前記導光板の側
面には、前記複数の発光素子を収容する凹部が設けてあり、前記導光板の側面における前
記凹部を設けていない部分は前記基板の前記発光素子実装面と当接するようにしてあるこ
とを特徴とする。
【００１１】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記凹部は前記導光板の側面の長手方向に沿って設けて
ある条溝であることを特徴とする。
【００１２】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記凹部は前記導光板の側面の長手方向に離隔して複数
設けてあることを特徴とする。
【００１３】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記凹部の底面は曲面としてあることを特徴とする。
【００１４】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記凹部の側壁面には反射材が設けてあることを特徴と
する。
【００１５】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記反射材は反射テープ又は反射塗料であることを特徴
とする。
【００１６】
　本発明に係るテレビジョン受信機は、上記に記載のいずれかの液晶表示装置と、テレビ
ジョン放送を受信するチューナ部とを備え、該チューナ部が受信したテレビジョン放送に
係る画像を前記液晶表示装置に表示するようにしてあることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明にあっては、複数の発光素子の光が入射する前記導光板の側面には、複数の発光
素子を収容する凹部が設けてあり、導光板の側面における凹部を設けていない部分は前記
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基板の前記発光素子実装面と当接するようにしてあるので、発光素子と導光板との間隔を
一定に保つとともに、導光板に入射する光の入射効率を良好な値に保つことが可能となる
。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】実施の形態１における液晶テレビの外観を示す斜視図である。
【図２】液晶テレビの要部を示す縦断面図である。
【図３】光源モジュールの部分斜視図である。
【図４】導光板の斜視図である。
【図５】光源モジュールと導光板との位置関係を示す説明図である。
【図６】実施の形態２に係る光源モジュールと導光板との位置関係を示す説明図である。
【図７】実施の形態３に係る導光板の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づき具体的に説明する。ここでは、画像
表示部として液晶表示装置を備える液晶テレビジョン受信機（以下、「液晶テレビ」と記
す）を例とする。
【００２０】
　実施の形態１
　図１は実施の形態１における液晶テレビの外観を示す斜視図である。この液晶テレビは
、液晶パネル１、外観フレーム１０、リアキャビネット１１、スタンド１５、チューナ部
１２、画像処理部１３、電源制御部１４を含む。液晶パネル１は略直方体状をなし、表側
に画像を表示する。外観フレーム１０は矩形状の枠体であり、液晶パネル１の周縁を表側
から覆っている。リアキャビネット１１は液晶パネル１の裏側を覆っている。スタンド１
５は、液晶テレビをテーブル等の平面に立てて載置するためのものである。
【００２１】
　以下の説明においては、液晶テレビをスタンド１５により設置した縦姿勢において、液
晶パネル１からスタンド１５側の方向を下側、その反対方向を上側と呼ぶこととする。
　また、液晶テレビの各構成要素の説明においては、各構成要素が組み付けられた状態で
の方向を記述する。
【００２２】
　図２は液晶テレビの要部を示す縦断面図である。本実施の形態に係る液晶テレビは板状
のバックライトシャーシ９に、反射シート８、導光板２、光学シート７、液晶パネル１を
積層したものである。液晶テレビの下部には、一面がバックライトシャーシ９に固定され
、他面がバックライトシャーシ９に対して垂直に立ち上がる断面逆Ｌ字状の放熱板４があ
る。放熱板４の他面には、導光板２の側面に対向するように、発光素子３０が実装された
光源モジュール３が固定されている。光源モジュール３は、放熱板４に両面テープにより
固定されている。
【００２３】
　発光素子３０は導光板２の側面に設けられた凹部２１に収容されている。導光板２の側
面において凹部２１が設けられていない部分は光源モジュール３の発光素子３０実装面に
当接している。凹部２１の側壁面には反射材２ａが設けてある。反射材２ａは反射テープ
を貼付したものである。または、反射塗料を塗布しても良い。
【００２４】
　パネルカバー５は弾性部材６ａを介して液晶パネル１、導光板２を表側より押さえ、液
晶テレビの下部でバックライトシャーシ９の裏側を覆うリアキャビネット１１とビス１１
ａにより固定されている。
【００２５】
　パネルガイド５の表側を覆うようにフロントキャビネット６がリアキャビネット１１に
固定されている。フロントキャビネット６の表側には、更に外観フレーム１０が配されて
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いる。外観フレーム１０は両面テープ等でフロントキャビネット６に固定してある。フロ
ントキャビネット６、外観フレーム１０は樹脂で形成する。高級感を出すために外観フレ
ーム１０を金属で形成することとしても良い。
【００２６】
　なお、フロントキャビネット６とリアキャビネット１１との固定は、例えば、リアキャ
ビネットに１１に設けた係止爪とフロントキャビネット６に設けた係合部とを係合される
ことにより、行う。または、フロントキャビネット６に設けたボスとリアキャビネット１
１設けたビス孔に差し込んだビスとを螺着することにより、行う。
【００２７】
　以上のように構成された液晶テレビにおいて、発光素子３０が発した光は、導光板２の
側面に設けられた凹部２１から入射する。導光板２の裏側には反射シート８があるため、
導光板２の裏側方向に進んだ光は反射シート８に反射される。反射シート８で反射した光
が導光板２の表側から出射し、液晶パネル１を裏側から照射する。液晶パネル１が制御さ
れ、液晶パネル１の表側に画像が表示される。
【００２８】
　バックライトシャーシ９は、金属板、例えば鋼板により形成してある。バックライトシ
ャーシ９は、液晶テレビの裏側から、液晶パネル１、導光板２、光源モジュール３などを
覆う。
【００２９】
　反射シート８は導光板２と平面視が略同形である。反射シート８は合成樹脂シートであ
る。反射シート８は入射した光を全反射する機能を持つものである。
【００３０】
　導光板２はバックライトシャーシ９よりやや小さい矩形板状である。導光板２はアクリ
ル樹脂、ポリカーボネート樹脂、メタクリル樹脂、環状ポリオレフィン等の合成樹脂製で
ある。
【００３１】
　光学シート７は複数のシートからなる。光学シート７を構成する複数のシートは拡散シ
ート、反射偏光シート、レンズシート等である。光学シート７は合成樹脂シートである。
光学シート７はこれら複数のシートが積層された積層体である。
【００３２】
　液晶パネル１は略直方体状をなし、前側（表側）に画像を表示する。
【００３３】
　放熱板４は断面逆Ｌ状の部材である。放熱板４は導光板２の側面長手方向に沿って設け
られる棒状の部材である。放熱板４は導光板２の側面（下側端面）に平行な面と、それと
に連なり液晶パネル１の裏面に平行な面を含む。放熱板４の導光板２の下側端面に平行な
面に、光源モジュール３が固定されている。放熱板４の液晶パネル１の裏面に平行な面は
バックライトシャーシ９に固定されている。放熱板４は発光素子３０で発生した熱を放散
させる役割を担う。放熱板４は熱伝導率の高い材質、例えばアルミニウムにて形成する。
【００３４】
　パネルガイド５は強度を確保するために金属で形成する。パネルガイド５と液晶パネル
１とが接触する部分、パネルガイド５と導光板２とが接触する部分には、弾性部材６ａが
設けられている。弾性部材６ａは、液晶パネル１、導光板２を確実に固定すると共に、パ
ネルガイド５により液晶パネル１、導光板２の表面が傷つくことを防止している。
【００３５】
　リアキャビネット１１は箱型形状である。バックライトシャーシ９の裏側、導光板２、
液晶パネル１の側縁部を覆う。リアキャビネット１１は樹脂にて形成される。
【００３６】
　チューナ部１２は、テレビジョン放送を受信し、放送信号を取り出す。画像処理部１３
は、放送信号から画像情報を取り出す。取り出された画像情報を基に液晶パネル１に画像
が表示される。電源制御部１４は、所定電圧の電力を液晶テレビの各部に供給する。
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【００３７】
　本実施の形態に係る液晶テレビは、次のようにして組み立てられる。まず、バックライ
トシャーシ９に反射シート８、導光板２、光学シート７、液晶パネル１を積層する。また
、両面テープで光源モジュール３を固定した放熱板４をバックライトシャーシ９に配置す
る。チューナ部１２、画像処理部１３、電源制御部１４をバックライトシャーシ９に固定
する。バックライトシャーシ９にリアキャビネット１１を被せ、パネルカバー５とバック
ライトシャーシ９をビス１１ａで固定する。さらに、フロントキャビネット６とリアキャ
ビネット１１とを互いに固定する。さらに、フロントキャビネット６の表側から外観フレ
ーム１０を両面テープ又は接着剤等でパネルカバー６に固定する。
【００３８】
　図３は光源モジュール３の部分斜視図である。光源モジュール３は、図３に示すように
、複数の発光素子３０と、該発光素子３０を実装する平板矩形状であって、短冊状の基板
３１と、コネクタ３２を含む。基板３１はアルミニウム等の熱伝導性の良い材質で形成す
る。発光素子３０はＬＥＤ（Light Emitting Diode）であり、基板３１の長手方向に沿っ
て所定間隔で並置されている。発光素子３０は、駆動回路（図示しない）により駆動され
、発光する。発光素子３０の駆動電流は、コネクタ３２に接続されるケーブルにより供給
される。コネクタ３２は、基板３１の一端に設けられている。本実施の形態に係る液晶テ
レビは光源モジュール３を２つ備えている。図３に示した光源モジュール３と、それと左
右対称な光源モジュール３とである。
【００３９】
　図４は導光板２の斜視図である。導光板２は矩形板形状である。導光板２の側面には凹
部２１が設けてある。図示されている凹部２１は導光板２の側面の長手方向に沿って設け
られている条溝としてある。凹部２１の断面はＵ字形状である。
【００４０】
　図５は光源モジュール３と導光板２との位置関係を示す説明図である。光源モジュール
３に実装されている発光素子３０は導光板２に形成されている凹部２１に収容されている
。凹部２１は発光素子３０の前後を囲っている。導光板２の側面において凹部２１が設け
られていない部分２２は光源モジュール３の基板３１の発光素子３０実装面に当接するよ
うにしてある。凹部２１の側壁面には反射テープ２ａが長手方向に沿って貼り付けられて
いる。
【００４１】
　発光素子３０の光は凹部２１の底面に入射する。凹部２１に直接入射しない発光素子３
０の光は反射テープ２ａにより反射され、凹部２１の底面に入射する。
【００４２】
　導光板２の側面において凹部２１が設けられていない部分２２は発光素子３０実装面に
当接するようにしてある。それにより、凹部２１の底面である光の入射面と発光素子３０
との間隔が所定の距離となるように、光源モジュール３に対する導光板２の位置を決める
ことが可能となる。凹部２１が設けられていない部分２２は長手方向に沿って延び、発光
素子３０実装面に当接している。そのため、導光板２が膨張・収縮した場合であっても、
導光板２の光の入射面と発光素子３０との間隔が光源モジュール３の長手方向でばらつく
ことを最小限にすることが可能となる。
【００４３】
　また、凹部２１の側壁面に反射テープ２ａを貼付したことにより、導光板２の外部に漏
れようとする光を反射させ、導光板２に入射させることが可能となる。それによって、光
漏れが防げるとともに導光板２に入射する光の入射効率を増やすことが可能となる。
【００４４】
　実施の形態２
　実施の形態１では導光板２に設ける凹部２１の断面をＵ字形状としたが、それに限定さ
れるものではない。図６は実施の形態２に係る光源モジュール３と導光板２との位置関係
を示す説明図である。凹部２１の断面が矩形状となっている。実施の形態１と実施の形態
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２との相違点は凹部２１の断面形状である。その他の実施の形態１と同様な部分について
は、説明を省略する。
【００４５】
　実施の形態２においても、上述した実施の形態１と同様な効果を奏する。なお、凹部２
１の形状は発光素子３０が発する光の広がり角度に合わせて最適なもの、入射効率が高く
なる形状を選択すれば良い。例えば、広がり角度が大きい場合は、矩形状よりもＵ字状が
適しているものと考えられる。広がり角度が小さい場合はＵ字状よりも矩形状が適してい
るものと考えられる。
【００４６】
　実施の形態３
　図７は実施の形態３に係る導光板２の斜視図である。実施の形態１においては、導光板
２の側面に設ける凹部２１は長手方向に沿って一様な１つの溝としていたが、それに限定
されるものではない。発光素子３０の位置に対応して断続的に凹部２１を複数設けても良
い。実施の形態１と実施の形態３との相違点は凹部２１が一様な１つの溝か、断続的な複
数の溝であるかである。その他の実施の形態１と同様な部分については、説明を省略する
。
【００４７】
　実施の形態３における凹部２１の形状は側断面がＵ字形状である。凹部２１は導光板２
の側面の長手方向に沿って離隔して複数設けられている。凹部２１には光源モジュール３
に実装された発光素子３０が収容される。したがって、発光素子３０の位置に合わせて凹
部２１を形成すれば良い。凹部２１の側断面は実施の形態１と同様にＵ字形状としてある
。凹部２１の長手方向に対向する底面は平面としてある。凹部２１の光の入射面以外の側
壁面には反射テープを貼付する。
【００４８】
　実施の形態３においても、上述した実施の形態１と同様な効果を奏する。それに加えて
、実施の形態３においては、発光素子３０の４つの側面を凹部２１で覆うので、光が漏れ
る量をより低減することが可能となり、導光板２に入射する光を増加させることが可能と
なる。
【００４９】
　なお、実施の形態３において凹部２１の側断面はＵ字形状としたが、それに限られるも
のではない。実施の形態２と同様に矩形状としても良い。また、凹部２１の底面を側断面
がＵ字形状とならない、３次元曲面にしても良い。
【００５０】
　また、凹部２１の側壁面には反射テープを貼りけるものとしたが、反射テープではなく
反射塗料を塗布することとしても良い。
【００５１】
　なお、上述した実施の形態はすべての点で例示であって、制限的なものではないと考え
られるべきである。本発明の範囲は、上述した意味ではなく、特許請求の範囲によって示
され、特許請求の範囲と均等の意味及び範囲内でのすべての変更が含まれることが意図さ
れる。
【符号の説明】
【００５２】
　１　液晶パネル
　２　導光板
　２１　凹部
　２ａ　反射材
　３　光源モジュール
　３０　発光素子
　３１　基板
　４　放熱板



(8) JP 2014-71343 A 2014.4.21

10

　５　パネルガイド
　６　フロントキャビネット
　７　光学シート
　８　反射シート
　９　バックライトシャーシ
　１０　外観フレーム
　１１　リアキャビネット
　１２　チューナ部
　１３　画像処理部
　１４　電源制御部

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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